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物
流
費
の
高
騰
や
人
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
「
２
０
２

４
年
問
題
」
と
い
う
業
界
共

通
の
課
題
に
対
し
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
武
器
に
全

社
最
適
化
で
立
ち
向
か
う
構

え
だ
。

　

従
来
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
は
部
門
ご

と
に
最
適
化
が
図
ら
れ
る

「
サ
イ
ロ
化
」
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
が
、
新
体
制
で
は

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

一
貫
管
理
へ
と
移
行
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
を
活
用

し
た
デ
ー
タ
基
盤
を
構
築

し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
需
要
予
測

や
、
複
数
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

し
た
「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
―
ｉ
ｆ
分

析
」を
導
入
。
こ
れ
に
よ
り
、

需
要
や
供
給
の
変
動
を
先
読

み
し
た
迅
速
な
意
思
決
定
が

可
能
と
な
り
、
２
０
２
５
年

度
に
は
品
切
れ
件
数
を
50
％

削
減
、
平
均
在
庫
回
転
日
数

を
11
％
削
減
す
る
と
い
う
顕

著
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
物
流
リ

ソ
ー
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
高

度
化
だ
。
短
期
か
ら
中
長
期

の
需
要
計
画
を
物
流
計
画
と

シ
ー
ム
レ
ス
に
連
動
さ
せ
る

「
Ｅ
２
Ｅ
（
エ
ン
ド
ツ
ー
エ

ン
ド
）一
元
管
理
」を
実
現
。

１
つ
の
製
品
が
消
費
者
に
届

く
ま
で
の
車
両
台
数
や
作
業

回
数
で
算
出
さ
れ
る
「
物
流

効
率
」
は
す
で
に
９
％
向
上

し
た
。

　

同
社
が
掲
げ
る
中
長
期
経

営
戦
略
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

２
０
３
０ 

２
nd 
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
（
２
０
２
５
～
２
０
２
７

年
）」
で
は
、
２
０
２
７
年

度
ま
で
に
物
流
効
率
を
15
％

向
上
、
在
庫
回
転
日
数
を
23

％
削
減
す
る
と
い
う
高
い
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
施
策
を
通
じ
て
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
最
適
化
を

図
り
、
経
営
指
標
で
あ
る
Ｒ

Ｏ
Ｉ
Ｃ（
投
下
資
本
利
益
率
）

８
～
９
％
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

マ
ー
ジ
ン
13
％
超
の
達
成
を

目
指
す
。

　

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
地

政
学
リ
ス
ク
、
気
候
変
動
な

ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

取
り
巻
く
不
確
実
性
は
増
す

ば
か
り
だ
。
ラ
イ
オ
ン
が
進

め
る
「
先
行
対
応
型
」
へ
の

転
換
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削

減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
の
安
定
供
給

を
維
持
し
な
が
ら
企
業
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
「
次

世
代
型
Ｓ
Ｃ
Ｍ
」
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
そ
う
だ
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
の
抜
本
的
な
改
革
に
よ
り
、
物
流
効

率
の
劇
的
な
改
善
と
収
益
力
の
強
化
を
両
立
さ
せ
て

い
る
。
同
社
は
２
０
２
５
年
よ
り
、
販
売
か
ら
物
流

ま
で
を
一
貫
し
て
管
理
す
る
「
先
行
対
応
型
Ｓ
Ｃ
Ｍ
」

を
本
格
稼
働
さ
せ
た
。

株式会社ジャパンヘナ
代表取締役社長

海老名 秋子 氏

　

ジ
ャ
パ
ン
ヘ
ナ
は
、
イ

ン
ド
の
伝
統
植
物「
ヘ
ナ
」

を
日
本
の
美
容
習
慣
に
根

付
か
せ
、
そ
の
有
用
性
を

追
求
し
て
き
た
企
業
だ
。

40
年
に
及
ぶ
歩
み
の
原
点

は
、
代
表
の
海
老
名
秋
子

氏
が
美
容
師
と
し
て
現
場

に
立
ち
、
ヘ
ナ
が
髪
に
も

た
ら
す
真
の
価
値
を
確
信

し
た
瞬
間
に
あ
る
。

　

自
ら
サ
ン
プ
ル
モ
デ
ル

と
な
っ
て
そ
の
補
修
力
を

実
感
し
た
海
老
名
氏
は
、

こ
の
感
動
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
広
め
る
べ
く
イ
ン

ド
か
ら
の
直
接
輸
入
を
決

断
し
た
。
情
報
も
物
流
も

整
わ
な
い
時
代
に
踏
み
出

し
た
こ
の
一
歩
こ
そ
が
同

社
の
起
点
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
美
容
業
界
は
、

即
効
性
や
効
率
性
を
重
視

す
る
施
術
が
主
流
だ
っ

た
。
手
間
と
時
間
を
要
す

る
ヘ
ナ
へ
の
理
解
を
得
る

道
は
か
な
り
険
し
か
っ
た

が
、
髪
の
ダ
メ
ー
ジ
に
悩

む
顧
客
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
粘
り
強
く
提
案

を
重
ね
た
。
そ
の
地
道
な

歩
み
が
確
か
な
信
頼
を
築

き
、
現
在
で
は
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
全
国
の
サ
ロ

ン
へ
と
波
及
し
て
い
る
。

　

創
業
か
ら
約
40
年
が
経

過
し
、
現
在
は
歩
み
を
支

え
て
く
れ
た
ヘ
ナ
へ
の

「
恩
返
し
」
に
力
を
注
い

で
い
る
。

　

ヘ
ナ
の
主
産
地
は
イ
ン

ド
だ
が
、
同
社
が
取
り
入

れ
て
い
る
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
ル
ー
ツ
は
、
海
老

名
氏
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
習

得
し
た
伝
承
医
学
「
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」に
あ
る
。

こ
の
縁
を
背
景
に
、
２
０

１
９
年
か
ら
は
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支

援
を
受
け
、
現
地
で
の
ヘ

ナ
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

本
格
化
さ
せ
た
。

　

取
引
先
の
美
容
師
を
対

象
と
し
た
現
地
視
察
や
体

験
ツ
ア
ー
も
、
年
２
回
の

ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い

る
。「
多
忙
な
美
容
師
こ

そ
自
ら
を
ケ
ア
す
べ
き

だ
」
と
の
信
念
か
ら
、
ヘ

ナ
の
真
髄
に
触
れ
る
機
会

を
積
極
的
に
設
け
て
い

る
。
美
容
師
が
自
身
の
疲

れ
に
向
き
合
い
、
自
身
を

慈
し
む
大
切
さ
を
体
感
し

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
だ
。

　

海
老
名
氏
の
視
線
は

今
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ

も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

急
激
な
社
会
変
化
の
中

で
ヘ
ア
カ
ラ
ー
文
化
が
浸

透
す
る
一
方
、
薬
剤
に
よ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
問
題
も
顕

在
化
し
始
め
て
い
る
。
頭

皮
と
髪
を
慈
し
み
な
が
ら

彩
り
を
与
え
る
ヘ
ナ
の
価

値
を
、
健
や
か
な
美
を
求

め
る
ア
ジ
ア
の
生
活
者
へ

届
け
る
挑
戦
が
続
い
て
い

る
。　　
　
　
　
　
　
（
上
）

ヘ
ナ
に
支
え
ら
れ
て
40
年

世
界
へ
広
が
る「
恩
返
し
」の
輪

再
提
示
す
る
方
針
を
鮮
明
に

し
た
。

　

今
回
の
周
年
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
社
が

掲
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｕ

ｎ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ 

／ 

カ
バ
ー
す

る
。
心
が
ひ
ら
く
。」。
こ
れ

は
、
専
用
商
品
に
よ
る
物
理

的
な「
補
正（
カ
バ
ー
）」が
、

心
理
的
な
「
解
放
（
ア
ン
カ

バ
ー
）」
を
も
た
ら
す
と
い

う
同
社
の
美
容
哲
学
を
言
語

化
し
た
も
の
だ
。
特
設
サ
イ

ト
で
は
、
当
事
者
同
士
の
対

話
を
通
じ
て
化
粧
の
心
理
的

効
果
を
掘
り
下
げ
る
「
Ｕ
ｎ

ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」

や
、
長
年
の
知
見
を
凝
縮
し

た
歴
史
コ
ン
テ
ン
ツ
を
順
次

公
開
し
、
業
界
内
外
へ
そ
の

意
義
を
波
及
さ
せ
て
い
く
。

　

Ｌ
Ｑ
Ｍ
活
動
の
起
源
は
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
５
６
年

に
ま
で
遡
る
。
戦
禍
の
や
け

ど
跡
に
苦
し
む
人
々
を
救
う

べ
く
開
発
さ
れ
た
「
資
生
堂

ス
ポ
ッ
ツ
カ
バ
ー
」
は
、
同

社
の
「
人
道
的
な
見
地
」
を

象
徴
す
る
製
品
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、１
９
９
５
年
の「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
カ
バ
ー 

フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
の
発
売
を

経
て
、
医
療
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
を

深
化
。
現
在
で
は
、
日
本
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台

湾
、
２
０
２
５
年
に
本
格
展

開
を
開
始
し
た
フ
ラ
ン
ス
を

含
む
５
つ
の
国
と
地
域
に
ま

で
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　

経
営
戦
略
の
観
点
で
は
、

同
社
が
掲
げ
る
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
戦
略
「
２
０
３
０
年

ま
で
に
美
の
力
に
よ
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
で
１
０
０
万

人
の
人
々
を
支
援
す
る
」
と

い
う
目
標
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｑ

Ｍ
は
中
核
的
な
役
割
を
担
う
。

　

２
０
２
５
年
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
を
見
据
え
て
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
カ
バ
ー
」
の
全

商
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

お
り
、
製
品
力
と
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
体
制
の
両
輪
で
、
多

様
化
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
需
要
に
応
え
る
構
え
だ
。

　

資
生
堂
は
、
あ
ざ
や
白
斑
、
が
ん
治
療
の
副
作
用
に
よ
る
外
見
変
化
な
ど
、

深
刻
な
肌
悩
み
を
持
つ
人
々
を
支
援
す
る
社
会
活
動
「
資
生
堂 

ラ
イ
フ
ク
オ
リ
テ
ィ

ー 

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
（
以
下
、Ｌ
Ｑ
Ｍ
）」
が
、２
０
２
６
年
で
発
足
70
周
年
を
迎
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
同
社
は
、
２

月
４
日
の
世
界
対
が
ん
デ
ー

に
合
わ
せ
て
、
活
動
の
足
跡

と
未
来
展
望
を
可
視
化
し
た

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
「
70 

ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ 

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ

Ｅ
Ｙ
」
を
公
開
。
化
粧
品
が

持
つ「
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）

向
上
」
と
い
う
本
質
的
な
価

値
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で

Ｌ
Ｑ
Ｍ
活
動
70
周
年
の
節
目
に

戦
略
的
発
信
を
強
化

ライオン
Ｄ
Ｘ
で
物
流「
２
０
２
４
年
問
題
」を
打
破

先
行
対
応
型
Ｓ
Ｃ
Ｍ
で
効
率
15
％
向
上
へ
、

収
益
基
盤
の
強
靭
化
を
加
速

資生堂


